
営
農
経
済
事
業
の
収
支
改

善
が
焦
眉
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
「
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業

の
成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
農
協

新
聞
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
２

年
度
中
に
実
施
Ｊ
Ａ
は
１
０

０
を
超
え
、
収
支
改
善
実
績

の
計
測
対
象
に
な
っ
て
い
る

49
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
事
業
の

改
善
実
績
は
２
０
２
１
年
度

で
計

35
億
１
０
０
０
万
円
、

１
Ｊ
Ａ
あ
た
り
７
２
０
０
万

円
の
収
支
改
善
が
み
ら
れ
た

と
い
う
。
そ
の
内
訳
は
、
コ

ス
ト
に
見
合
っ
た
手
数
料
の

適
正
化
や
非
効
率
な
業
務
の

見
直
し
な
ど
効
率
化
施
策
で

約

19
億
円
、
新
た
な
販
路
開

拓
や
出
荷
者
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
直
売
所
の
取
り
扱
い

増
な
ど
の
成
長
施
策
で
約

16

億
１
０
０
０
万
円
と
の
こ
と

で
あ
る
（
ｊ
ａ
ｃ
ｏ
ｍ
、
２

０
２
２
年

12
月

20
日
）
。

農
林
中
金
の
奨
励
金
の
段

階
的
引
き
下
げ
も
あ
り
、
信
用

事
業
の
収
益
で
営
農
経
済
事

業
の
「
赤
字
」
を
補
て
ん
す

る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
存
続
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

最
近
で
は
共
済
事
業
推
進
へ

の
社
会
的
な
批
判
も
あ
り
、

営
農
経
済
事
業
の
信
共
事
業

へ
の
過
度
な
依
存
構
造
の
見

直
し
と
営
農
経
済
事
業
の
点

検
と
採
算
確
保
の
努
力
は
時

宜
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、

原
因
が
特
定
し
や
す
く
、
そ

の
た
め
に
改
善
計
画
が
立
て

や
す
く
、
短
期
で
効
果
が
表

れ
や
す
い
「
効
率
化
戦
略
」

と
、
対
応
の
幅
が
広
く
、
生

産
者
組
合
員
の
協
力
が
不
可

欠
で
、
時
間
が
か
か
る
「
成

長
戦
略
」
と
の
違
い
へ
の
配

慮
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
ず
に
、

両
者
が
並
列
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

目
先
の
収
支
改
善
を
考
え

る
と
、
ど
う
し
て
も
前
者
の

「
効
率
化
戦
略
」
に
目
が
向

く
の
は
、
人
の
な
ら
い
と
い

う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
、
先
の
見
通
し
が
立
ち
に

く
く
、
手
間
と
時
間
が
か
か

る
成
長
戦
略
は
、
ど
う
し
て

も
先
送
り
に
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
「
成
長
・
効
率
化
」
と

銘
打
ち
な
が
ら
も
、
現
場
で

は
目
標
数
値
と
期
限
が
は
っ

き
り
し
た
「
効
率
化
」
に
追

い
立
て
ら
れ
な
が
ら
、
「
元

気
の
出
な
い
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な

く
な
い
よ
う
だ
。

大
事
な
こ
と
は
、
「
成
長

戦
略
」
を
Ｊ
Ａ
の
正
面
の
課

題
に
据
え
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
構
想
と
計
画
を
持
つ
こ

と
だ
と
思
う
。
確
か
に
高
齢

化
と
若
手
生
産
者
の
減
少
で

担
い
手
基
盤
が
危
機
に
瀕
し
、

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

資
材
価
格
の
急
騰
で
あ
る
。

こ
ん
な
環
境
の
も
と
で
「
成

長
戦
略
」
な
ど
描
け
な
い
と

の
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

あ
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
農
業
者
組
合

員
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
農
業
の
あ
り
よ
う
と
地

域
農
業
振
興
へ
の
Ｊ
Ａ
の
熱

い
思
い
と
確
固
た
る
姿
勢
を

示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

管
内
の
地
域
農
業
と
組
合

員
の
農
業
経
営
の
現
状
を
客

観
的
に
明
ら
か
に
し
、
農
業

振
興
を
中
心
に
問
題
解
決
の

方
向
を
示
す
こ
と
は
、
Ｊ
Ａ

の
本
来
の
責
務
で
あ
ろ
う
。

新
た
な
品
目
の
導
入
や
新
し

い
生
産
方
式
、
新
し
い
販
路

と
商
品
の
開
発
、
流
通
施
設

の
設
置
な
ど
、
た
と
え
小
さ

な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
具
体

的
な
成
果
を
あ
げ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
こ
そ
、
農
業
者
組

合
員
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｊ
Ａ
に

お
け
る
営
農
企
画
機
能
が
き

わ
め
て
重
要
だ
と
思
う
。
営

農
企
画
部
署
の
確
立
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
機
能
を
担
う

人
材
の
確
保
と
育
成
も
大
事

で
あ
る
。
調
査
診
断
事
業
、

研
究
会
開
催
事
業
を
通
じ
て
、

当
セ
ン
タ
ー
も
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事
）

近
畿
農
協
研
究
会
は
、
１

９
５
９
年
に
設
立
さ
れ
、

60

年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
を

継
続
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
よ
り
、
増
田
佳

昭
さ
ん
（
現

･･
セ
ン
タ
ー
会

長
）
の
後
を
継
い
で
私
が
代

表
を
務
め
、
辻
村
英
之
さ
ん

（
京
都
大
学
教
授
）
が
事
務

局
長
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
年
間
３

回
の
研
究
会
を
企
画
・
開
催

し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
「
持
続
可
能

な
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
事
業
基
盤

を
ど
う
確
立
す
る
か
」
を
年

間
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、
以

下
の
内
容
で
研
究
会
を
開
催

し
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
開
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催
形
式
）
。

・
「
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
を
担

う
人
づ
く
り
に
ど
う
取
り

組
む
か
」
（
完
全
リ
モ
ー

ト
）

・
「
持
続
可
能
な
食
料
・
農

業
基
盤
づ
く
り
に
Ｊ
Ａ
は

ど
う
取
り
組
む
か

－

『
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
』
を
中
心
に

－

」
（
完

全
リ
モ
ー
ト
）

・
「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
考
え
る

－

地

域
に
根
ざ
し
た
事
業
の
存

在
意
義

－

」
（
京
都
Ｊ
Ａ

ビ
ル
で
の
対
面
と
リ
モ
ー

ト
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
）

本
年
度
は
、
「
持
続
可
能

な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立
・

強
化
の
た
め
の
対
応
方
向
」

を
年
間
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、

以
下
の
内
容
で
研
究
会
を
開

催
し
ま
す
。

・
２
０
２
３
年
８
月

10
日
（
木
）

「
農
業
Ｄ
Ｘ
の
可
能
性
と
Ｊ

Ａ
の
役
割
」
（
兵
庫
県
農
業

会
館
で
の
対
面
と
リ
モ
ー
ト
）

・
２
０
２
３
年
11
月
22
日
（
水
）

「
農
業
に
お
け
る
人
材
確

保
対
策
を
ど
う
進
め
る
か
」

（
和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で

の
対
面
と
リ
モ
ー
ト
）

・
２
０
２
４
年
２
月
19
日
（
月
）

ィ
を
考
え
る
」
（
Ｊ
Ａ
大
阪

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
の
対
面

と
リ
モ
ー
ト
）

本
研
究
会
の
特
徴
は
、
Ｊ

Ａ
の
役
職
員
を
中
心
と
し
た

実
践
家
と
研
究
者
と
が
一
緒

に
な
っ
て
報
告
と
討
議
を
行

い
、
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
解
決
に
向

け
た
糸
口
を
見
出
す
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
現
場
の
実
態
を

踏
ま
え
て
、
問
題
を
深
く
掘

り
下
げ
て
実
践
的
に
考
え
る

と
同
時
に
、
Ｊ
Ａ
自
体
が
抱

え
て
い
る
直
接
的
な
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
農
業
、
食
料
、
地

域
を
取
り
巻
く
環
境
を
ど
う

捉
え
る
の
か
、
少
し
先
を
見

据
え
な
が
ら
議
論
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
完
全
リ
モ
ー
ト
の

研
究
会
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
１
月
の
研
究
大
会

は
、
久
し
ぶ
り
に
対
面
も
入

れ
た
形
で
開
催
し
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
開
催
に
よ
り
、
遠

方
の
会
員
の
方
々
や
研
究
会

と
は
あ
ま
り
ご
縁
が
な
か
っ

た
方
々
の
参
加
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
対
面

開
催
に
よ
っ
て
、
久
し
ぶ
り

に
お
目
に
か
か
れ
た
方
々
と

会
話
（
雑
談
？
）
で
き
た
こ

と
も
、
大
変
有
意
義
な
ひ
と

時
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々

が
研
究
会
に
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
研
究
会
代
表
者
・
摂
南
大

学
農
学
部
教
授
）

今
回
紹
介
す
る
調
査
研
究

は
、
京
都
府
宮
津
市
か
ら
委

託
さ
れ
た
「
地
元
農
産
物
の

域
内
流
通
促
進
に
向
け
た
調

査

業

務

」

で

、

堀

田

学

氏

（
福
井
県
立
大
学
教
授
）
を

中
心
に
取
り
組
ん
だ
。

本
調
査
研
究
の
目
的
は
、

宮
津
市
産
農
産
物
の
市
内
流

通
の
促
進
を
図
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
現
状

の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
対
応
な

ど
を
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
調
査
研
究
で
は
、
「
第

Ⅰ
課
題

宮
津
市
に
お
け
る

地
域
流
通
の
現
状
把
握
と
課

題
の
整
理
」
、
「
第
Ⅱ
課
題

宮
津
市
産
農
産
物
の
特
徴

と
生
産
・
流
通
・
販
売
の
実

態
把
握
と
課
題
の
整
理
」
、

「
第
Ⅲ
課
題

宮
津
市
産
農

産
物
の
域
内
流
通
促
進
を
図

る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
の

検
討
」
の
３
つ
の
課
題
を
設

定
し
、
市
内
の
現
地
踏
査
を

は
じ
め
、
市
内
の
生
産
者
お

よ
び
卸
売
業
者
、
さ
ら
に
市

内
に
あ
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
、

福
祉
施
設
、
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
主
要
施
設
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
実
態
把

握
と
課
題
の
確
認
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
、
３
つ
の
課
題
を

踏
ま
え
た
域
内
流
通
促
進
の

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
考

え
る
う
え
で
鍵
と
な
る
、
地

域
流
通
の
合
理
化
・
活
性
化

の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
着

目
し
た
。
市
内
の
生
産
者
の

現
状
を
み
る
と
、
個
々
に
販

路
を
発
見
し
、
配
送
・
販
売

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
市

場
出
荷
や
系
統
出
荷
を
要
さ

な
い
生
産
量
で
あ
る
た
め
成

立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
流
通
体
制
の
合
理

化
を
図
る
に
は
中
間
流
通
段

階
の
設
定
が
望
ま
し
く
、
例

え
ば
、
「
地
域
商
社
」
も
し

く
は
「
業
務
筋
に
特
化
し
た

直
売
所
」
と
い
っ
た
流
通
業

者
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
「
地
域
商
社
」

の
成
立
条
件
と
し
て
、
生
産

者
と
実
需
者
間
で
既
に
形
成

し
て
い
る
販
路
よ
り
も
、
メ

リ
ッ
ト
が
見
出
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
市
内
で
の
農
産
物

流
通
を
新
規
に
振
興
す
る
場

合
、
市
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
、
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
が

牽
引
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

ま
ず
出
荷
者
、
流
通
業
者
、

小
売
業
者
等
が
連
携
し
た
組

織
を
設
立
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
型
の
意
思
決
定
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
点
・

課
題
の
共
有
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
協
同
意
識
を
引
き
出

す
工
夫
が
重
要
と
な
る
。

本
来
、
地
域
内
で
の
生
産

物
は
、
地
域
内
で
利
用
さ
れ

る
状
況
が
理
想
的
で
は
あ
る

が
、
そ
の
一
方
で
、
域
外
へ
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の
販
売
に
よ
っ
て
採
算
性
を

確
保
す
る
と
い
う
方
法
の
検

討
の
余
地
も
あ
る
。
ま
た
、

長
期
的
に
は
地
域
内
の
農
産

物
の
生
産
量
を
拡
大
し
、
特

に
特
産
品
づ
く
り
を
強
化
し

て
い
く
方
向
性
は
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、

需
要
に
対
応
で
き
る
生
産
力

を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
者

の
組
織
化
を
進
め
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
最
後
に
、
地
域

の
特
産
品
づ
く
り
の
た
め
の

対
策
と
し
て
、
①
重
点
品
目
の

選
定
、
②
生
産
者
確
保
と
生
産

量
拡
大
の
計
画
作
成
の
た
め

の
「
主
導
的
組
織
（
市
・
農

業
普
及
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
）

の
連
携
強
化
体
制
の
構
築
」

お
よ
び
、
①
地
域
特
産
品
づ
く

り
の
た
め
の
地
域
コ
ン
セ
ン

サ
ス
の
形
成
、
②
実
需
者
ニ
ー

ズ
と
生
産
物
の
す
り
合
わ
せ

の
た
め
の
「
特
産
品
づ
く
り

連
絡
協
議
会
の
形
成
」
を
挙

げ
て
お
く
。

（
当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
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「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
の
当
面
す
る
も
う

一
つ
の
検
討
課
題
は
、
わ
が

国
の
農
林
水
産
分
野
の
削
減

す
べ
き
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果

ガ
ス
）
排
出
量
０
・
４
７
４

７
億
ｔ
の
削
減
を
い
か
に
実

現
す
る
の
か
と
い
う
実
践
課

題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

す
で
に
前
項
で
確
認
し
た

よ
う
に
、
「
み
ど
り
戦
略
」

は
わ
が
国
の
農
林
水
産
分
野

の
削
減
す
べ
き
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温

室
効
果
ガ
ス
）
排
出
量
を
０
・

４
７
４
７
億
ｔ
と
し
て
い
る
。

一
方
、
農
林
水
産
省
は
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
の
中

間
年
評
価
（
２
０
２
１
年
）

で
環
境
保
全
型
農
業
の
地
球

温
暖
化
防
止
効
果
を

15
万
４
・

８
４
０
ｔ
と
評
価
し
て
い
る
。

も
し
仮
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
環
境
保
全
型
農
業

の
取
り
組
み
の
み
で
実
現
を

目
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
両
数
値
に
基
づ
く
単
純

計
算
で
は
３
０
０
年
以
上
を

要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

２
０
５
０
年
ま
で
の
目
標
達

成
は
夢
の
ま
た
夢
と
い
う
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

「
み
ど
り
戦
略
」
は
「
２

０
５
０
年
ま
で
に
目
指
す
べ

き
取
組
方
向
」
に
つ
い
て
、

分
野
を
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、

環
境
保
全
、
食
品
産
業
、
林

野
・
水
産
に
４
区
分
し
た
う

え
で
、
さ
ら
に
第
一
分
野
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
温
室

効
果
ガ
ス
、
農
林
業
機
械
・

漁
船
、
園
芸
施
設
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
４
つ
の
取

組
方
向
を
、
第
二
分
野
の
環

境
保
全
に
化
学
農
薬
、
化
学

肥
料
、
有
機
農
業
の
３
つ
の

取
組
方
向
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
仕
訳
と
先
の
環
境

保
全
型
農
業
の
地
球
温
暖

化
防
止
効
果
と
が
ど
の
よ
う

に
関
連
す
る
の
か
。
４
分
野

あ
げ
て
、
そ
し
て
そ
こ
に
含

ま
れ
る

12
の
取
組
あ
げ
て
目

標
達
成
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
要
す

る
に
、
農
林
水
産
分
野
の
目

標
と
す
る
削
減
す
べ
き
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
と
４
分
野
、

12
の
取
組
方
向
と
の
相
互
関

係
が
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
相
互
関
係
の
一
元

的
な
整
理
と
、
一
元
的
な
見

え
る
化
が
図
ら
れ
な
い
こ
と

に
は
現
場
で
の
確
信
を
も
っ

た
取
り
組
み
は
生
ま
れ
な
い

（
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
く
）
。

た
と
え
ば
、
熊
本
県
Ｊ
Ａ

菊
池
は
国
産
和
牛
の
生
産
を

例
に
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
か

ら
輸
入
し
た
穀
物
１
０
０
％

使
用
か
ら
国
産
飼
料
用
米

20

％
混
合
の
配
合
飼
料
に
切
り

替
え
た
場
合
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
効
果
を
１
頭
当
た
り

０
・
６
４
４
ｔ
と
試
算
し
て

い
る
（
削
減
率

19
％
）
。
こ

れ
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を

織
り
込
ん
だ
貴
重
な
試
算
で

あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

「
食
料
自
給
率
向
上
と
地
球

温
暖
化
防
止
を
セ
ッ
ト
に
し

た
国
民
運
動
を
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
温
室
効
果
削

減
効
果
の
見
え
る
化
を
す
べ

て
現
場
に
任
せ
る
と
い
う
の

も
一
つ
の
貴
重
な
考
え
方
で

あ
る
と
言
え
る
が
、
都
道
府

県
、
国
レ
ベ
ル
で
の
削
減
効

果
の
集
計
値
は
ほ
と
ん
ど
意

味
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
や
は
り

分
野
、
取
組
方
向
の
一
元
的

整
理
と
、
一
元
的
な
見
え
る

化
が
急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
当
セ
ン
タ
ー
顧
問
・
滋
賀

県
立
大
学
名
誉
教
授
）

時

論

今
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
望
ま
れ
る
こ
と
②

Ⓒ

Ⓔ

小
池
恒
男



７
月

12
日
（
水
）
～

14
日

（
金
）
、
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
お
よ

び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
ま
す
。

報
告
は
玉
真
之
介
氏
（
帝

京
大
学
特
任
教
授
）
、
真
方

和
男
氏
（
コ
ー
プ
み
や
ざ
き

顧
問
）
、
田
代
洋
一
氏
（
横

浜
国
立
大
学
・
大
妻
女
子
大

学
名
誉
教
授
）
、
岩
佐
哲
司

氏
（
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
代
表
理
事
組

合
長
）
、
増
田
佳
昭
氏
（
滋

賀
県
立
大
学
名
誉
教
授
）
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
い
ま
、

組
織
力
を
ど
う
強
め
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
池
村
正
氏
（
Ｊ

Ａ
こ
う
か
代
表
理
事
組
合
長
）
、

冨
永
一
郎
氏
（
Ｊ
Ａ
福
岡
市

常
務
理
事
）
ら
か
ら
の
実
践

報
告
を
も
と
に
討
論
し
ま
す
。

８
月
３
日
（
木
）
～
４
日

（
金
）
、
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
お
よ

び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
ま
す
。

報
告
は
安
藤
光
義
氏
（
東

京
大
学
大
学
院
教
授
）
、
加

藤
純
氏
（
Ｊ
Ａ
全
中
農
政
部

次
長
）
、
太
田
洋
氏
（
い
す

み
市
長
）
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
「
徹
底
討
論

持
続
可
能

な
地
域
農
業
の
振
興
・
活
性

化
の
決
め
手

－

激
変
す
る
農

業
・
農
政
を
め
ぐ
る
環
境
変

化
を
見
据
え
て

－

」
を
テ
ー

マ
に
岩
間
陽
子
氏
（
生
坂
村

農
業
公
社
前
理
事
長
）
、
宮

永
均
氏
（
Ｊ
Ａ
は
だ
の
代
表

理
事
組
合
長
）
ら
か
ら
の
実

践
報
告
を
も
と
に
討
論
し
ま

す
。今

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
し
て
い
た
懇
談
会
を
再
開

し
ま
す
。

会
員
（
団
体
）
は
、
リ
モ
ー

ト
部
分
受
講
コ
ー
ス
を
年
間

に
１
名
無
料
で
参
加
（
体
験
）

で
き
ま
す
。

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、h

t
t
p
s
:
/
/
a
g
r

i
d
t
c
.
o
r
.
j
p

に
掲
載
。
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「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
は

ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
の
政
治
・
経
済
シ
ス
テ

ム
は
軋
み
が
大
き
く
な
り
、

地
方
と
農
業
の
衰
退
の
流
れ

は
止
ま
ら
な
い
。
か
つ
て
の

「
社
会
保
障
と
経
済
」
か
ら

今
や
「
安
全
保
障
と
防
衛
」

が
強
調
さ
れ
る
世
情
で
あ
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
国
の

推
計
を
も
上
回
る
勢
い
で
進

行
し
、
現
行
の
社
会
・
経
済

の
シ
ス
テ
ム
は
今
か
ら
変
革

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
将
来

的
に
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

に
直
面
す
る
と
思
わ
れ
る
が

「
い
ざ
冷
め
た
風
呂
か
ら
出

る
」
時
に
は
逡
巡
し
が
ち
な

問
題
先
送
り
の
空
気
は
何
か
。

こ
の
こ
と
は
、
組
織
・
事

業
も
同
じ
で
あ
り
、
組
織
体

が
短
期
的
な
利
益
や
評
価
を

上
げ
る
こ
と
の
み
に
囚
わ
れ

ず
、
将
来
を
見
据
え
て
事
業

の
仕
組
み
か
ら
見
直
し
、
長

期
的
な
投
資
や
人
材
育
成
を

行
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
事

で
は
な
い
か
。

現
在
、
多
く
の
社
会
シ
ス

テ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
が
高
度
に

専
門
化
し
て
お
り
、
あ
る
組

織
が
単
独
で
社
会
的
な
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
く

寧
ろ
非
効
率
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
関
係
組
織
や

事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
全

体
を
最
適
に
機
能
さ
せ
る
こ

と
が
、
社
会
的
に
大
き
な

問
題
を
解
決
に
導
い
て
い

く
鍵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
業
政
策
・
地
域
政
策
に

お
い
て
先
進
的
に
活
動
す
る

事
例
で
は
、
し
ば
し
ば
行
政

組
織
と
農
協
組
織
が
協
働
し

機
能
的
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

本
来
、
い
か
な
る
組
織
も
役

割
と
機
能
が
あ
り
、
そ
れ
が

社
会
に
認
め
ら
れ
て
組
織
は

存
在
し
得
る
も
の
だ
ろ
う
。

今
、
農
業
開
発
研
修
セ
ン

タ
ー
に
望
む
も
の
は
、
行
政

と
農
協
、
農
協
と
企
業
体
等
、

目
的
を
共
有
し
協
力
・
協
業

す
る
先
進
的
な
事
業
モ
デ
ル

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。

参
加
者
が
各
々
新
た
な
挑
戦

を
志
す
、
き
っ
か
け
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
研
修
会
の
内

容
を
要
約
し
て
広
く
伝
え
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
組
織

の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
目
に

留
ま
り
や
す
く
す
る
工
夫
も

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

組
織
が
単
体
で
解
決
な
し

得
な
い
社
会
課
題
に
対
し
て

組
織
の
枠
を
超
え
、
思
考
し

行
動
す
る
人
々
が
自
己
研
鑽

す
る
道
場
と
し
て
セ
ン
タ
ー

に
集
う
動
き
を
望
ん
で
い
る
。

セ
ン
タ
ー
が
社
会
の
木
鐸

と
し
て
、
日
本
農
業
の
何
も

の
か
を
動
か
す
起
点
の
一
つ

に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う

し
た
活
動
の
先
に
は
、
日
本

農
業
の
新
た
な
希
望
の
光
が

見
え
て
く
る
も
の
と
願
っ
て

や
ま
な
い
。

（
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
専
任

部
長
）

会
員
の
声

「

最

適

な

事

業

の

か

た

ち

」

を

目

指

し

て

農

協

問

題

総

合

研

究

会

開

催

の

ご

案

内

Ⓒ
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域

農

業

振

興

に

関

す

る
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催

の

ご

案

内

原
田
敦
司


